
要
旨
互
い
に
内
容
の
近
似
し
た
曲
亭
馬
琴
の
読
本
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
（
前
・
後
編
一
○
巻
一
○
冊
、
文
化
三
年
一
月
、
鶴
屋
喜
右
衛

門
刊
）
と
山
東
京
伝
の
読
本
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
（
前
編
六
冊
、
文
化
三
年
一
二
月
、
鶴
喜
刊
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
稿
者
自
身
の
旧
稿

「
京
伝
と
馬
琴
ｌ
文
化
三
、
四
年
の
読
本
に
お
け
る
構
成
の
差
違
に
つ
い
て
ｌ
」
、
「
読
本
研
究
」
第
三
輯
、
平
成
一
〈
一
九
八
九
〉
・
六
）
を
大

幅
に
訂
正
し
な
が
ら
再
説
し
、
類
似
は
両
作
の
間
の
み
な
ら
ず
互
い
の
周
辺
作
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
寛
政
中
か
ら
文
化

四
年
に
至
る
京
伝
・
馬
琴
の
読
本
の
制
作
・
刊
行
は
、
そ
こ
に
版
元
を
も
加
え
た
両
者
の
談
合
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説

を
提
示
し
た
。

『
四
天
王
剣
盗
異
録
』
と
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』

大
高
洋
司
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｢四天王削盗異録』と「善知安方忠義伝」

と
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

の
で
あ
る
」
（
中

曲
亭
馬
琴
の
読
本
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
（
前
・
後
編
一
○
巻
一
○
冊
、
文
化
三
〈
一
八
○
六
〉
年
一
月
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
刊
）
と
山

東
京
伝
の
読
本
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
（
前
編
六
冊
、
文
化
三
年
一
二
月
、
鶴
喜
刊
）
の
間
に
、
偶
然
と
見
な
す
に
は
あ
ま
り
に
も
近
似

し
過
ぎ
た
構
想
・
文
辞
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
小
池
藤
五
郎
氏
は
、
早
く
「
（
「
善
知
安
方
忠

義
伝
」
は
、
）
適
々
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
が
刊
行
さ
れ
、
将
門
に
取
材
し
て
ゐ
る
を
見
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
意
味
で
本
書
を
刊
行
し
た

も
の
ら
し
く
、
同
様
に
将
門
の
滅
亡
に
端
を
発
す
る
」
（
「
山
東
京
伝
の
研
究
」
、
昭
和
一
○
〈
一
九
三
五
〉
、
岩
波
書
店
、
四
六
二
頁
）
と

指
摘
さ
れ
、
近
年
の
『
山
東
京
伝
全
集
第
十
六
巻
読
本
２
」
（
平
成
九
〈
一
九
九
七
〉
、
ぺ
り
か
ん
社
）
の
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
解

題
（
徳
田
武
氏
）
で
も
、
よ
り
具
体
的
か
つ
直
裁
に

本
作
は
、
：
…
・
藤
元
元
撰
「
前
太
平
記
』
に
記
さ
れ
る
平
将
門
と
そ
の
遺
児
如
蔵
尼
・
平
良
門
と
の
記
事
を
世
界
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
よ
り
前
、
文
化
元
年
冬
に
稿
成
り
、
同
二
年
九
月
に
割
印
を
許
さ
れ
、
同
三
年
正
月
に
同
一
の
版
元
鶴
喜
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、

曲
亭
馬
琴
の
「
四
天
王
劉
盗
異
録
』
が
や
は
り
童
別
太
平
記
』
の
天
慶
の
乱
の
後
日
蓋
を
世
界
と
し
て
い
る
の
で
、
す
で
に
馬
琴
と

読
本
を
競
作
す
る
状
況
に
入
っ
て
い
た
京
伝
は
、
鶴
喜
か
ら
馬
琴
の
動
静
を
聞
き
知
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
『
劉
盗
異
録
」
に
刺

激
を
受
け
、
同
様
に
「
前
太
平
記
」
を
世
界
と
す
る
作
品
を
著
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

に
、
先
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
点
を
強
調
さ
れ
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
近
世
小
説
史
上
、
最
も
華
々
し
い
見
も

（
中
村
幸
彦
著
述
集
第
四
巻
『
近
世
小
説
史
」
（
昭
和
六
二
〈
一
九
八
六
〉
、
中
央
公
論
社
）
第
十
章
「
後
期
読
本
の
推
移
」
、

I■■■■■■■
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両
作
の
類
似
点
を
問
題
に
す
る
際
に
、
誰
も
が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
前
述
の
と
お
り
、
共
に
「
前
太
平
記
」
（
元
禄
年
間
刊
）

を
主
要
な
取
材
源
と
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
「
四
天
王
劉
盗
異
録
』
は
、
「
前
太
平
記
」
巻
第
六
に
描
か
れ
る
「
将
門
の
滅
亡
に
端
を
発
」

四
二
四
頁
）
両
者
の
確
執
が
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
明
白
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
立
論
が
、
現
在
な
お
圧
倒
的
に
優
位
で
あ
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
私
自
身
は
、
も
う
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
、
京
伝
・
馬
琴
の
読
本
を
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
懐
疑
的
な
の
で
あ
る
が
、

か
つ
て
、
通
説
の
圧
迫
と
何
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
、
右
両
作
を
含
め
、
専
ら
京
伝
・
馬
琴
の
文
芸
的
力
点
の
置
き
方
の
差
異
を

強
調
す
る
方
向
で
、
こ
の
時
期
の
両
者
の
読
本
の
特
質
を
論
じ
よ
う
と
し
て
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
苦
い
経
験
が
あ
る
（
「
京
伝
と
馬

琴
ｌ
文
化
三
、
四
年
の
読
本
に
お
け
る
構
成
の
差
違
に
つ
い
て
ｌ
」
、
「
読
本
研
究
」
第
三
輯
、
平
成
一
〈
一
九
八
九
〉
・
六
）
。

こ
の
時
重
き
を
置
く
べ
き
だ
っ
た
の
は
、
実
は
両
者
の
差
異
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
類
似
性
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た

の
は
、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
向
で
論
じ
て
み
た
方
が
、
こ
れ
ま
で
も
う
ひ
と
つ
腋
に
落
ち
な
い
点
の
あ
っ

た
文
化
三
、
四
年
頃
の
両
者
の
関
係
を
把
握
し
易
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
現
在
の
私
に
と
っ
て
の
基
本
的
な
認
識
と
な
っ

て
い
る
。
十
数
年
前
の
失
敗
作
に
、
い
ま
だ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
お
畷
い
下
さ
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
き
ち
ん
と
整
理
を
つ
け

て
お
か
な
い
と
、
江
戸
読
本
の
文
芸
様
式
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
そ
の
形
成
を
め
ぐ
る
非
常
に
重
要
な
部
分
で
、
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
た

ま
ま
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
馬
琴
の
立
て
た
自
己
中
心
の
読
本
史
観
を
無
批
判
に
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
は
、
如
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
』
と
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
前
稿
と
は
逆

の
方
向
か
ら
論
じ
て
行
く
こ
と
を
了
と
さ
れ
た
い
。

■■■■■■
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（
小
池
氏
）
し
て
、
そ
の
際
共
に
滅
び
た
権
守
興
世
の
妾
腹
の
子
、
成
長
し
て
藤
原
（
袴
垂
）
保
輔
が
、
源
頼
光
及
び
配
下
の
四
天
王
に

誹
裁
さ
れ
る
と
い
う
展
開
を
と
る
。
一
方
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
は
、
「
平
将
門
と
そ
の
遺
児
如
蔵
尼
・
平
良
門
と
の
記
事
」
（
徳
田
氏
）

に
基
づ
き
、
こ
れ
対
時
す
る
源
家
の
武
将
は
、
頼
光
の
弟
に
あ
た
る
源
頼
信
で
あ
る
。

京
伝
は
、
典
拠
と
す
る
に
あ
た
っ
て
「
前
太
平
記
』
の
野
史
と
し
て
の
性
格
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
お
り
（
「
良
門
の
事
跡
は
前
太

ま
こ
と

平
記
に
少
し
く
録
せ
り
。
か
の
書
は
近
世
の
書
な
れ
ば
、
た
し
か
に
実
と
も
お
ぼ
え
が
た
し
。
」
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
「
附
言
」
）
、
恐
ら

（
１
）

く
馬
琴
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
で
二
人
は
、
『
前
太
平
記
」
を
実
に
良
く
読
ん
で
い
る
。
挿
話
や
文
辞
の
利
用
の
間
合
い

の
良
さ
は
、
四
十
巻
全
体
の
流
れ
を
十
分
に
把
握
し
た
上
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
利
用
の
一
々
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
整
理
が
備
わ
っ

（
２
）

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
指
摘
に
従
っ
て
当
該
部
分
を
較
べ
合
わ
せ
て
み
れ
ば
納
得
の
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
言
及
の
な

か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
だ
け
例
証
を
追
加
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
「
前
太
平
記
」
巻
第
十
五
・
十
六
に
登
場
す
る
、
美
丈
丸
の
一
件
で
あ
る
（
巻
第
十
五
「
美
丈
丸
縦
逸
井
勘
気
事
」
「
美
丈
丸

赴
二
横
川
一
井
幸
寿
丸
替
レ
命
事
」
．
法
華
三
昧
院
建
立
事
」
、
巻
第
十
六
「
源
満
成
卒
去
事
付
源
賢
阿
闇
梨
再
父
子
対
面
事
」
）
。

ｌ
美
丈
丸
は
多
田
満
仲
の
四
男
で
頼
光
（
次
男
）
の
弟
。
退
隠
を
願
い
、
仏
法
に
心
を
委
ね
る
父
の
命
に
よ
り
、
一
五
歳
で
中
山
寺
に

預
け
ら
れ
る
が
、
放
縦
に
し
て
修
行
を
嫌
い
、
罪
の
無
い
人
民
を
傷
つ
け
、
殺
害
す
る
よ
う
に
な
る
。
人
々
の
訴
え
に
驚
き
怒
っ
た
満
仲

は
、
家
臣
藤
原
仲
光
に
美
丈
丸
の
首
を
討
つ
よ
う
命
じ
る
。
仲
光
は
美
丈
丸
を
横
川
の
源
信
少
僧
都
の
許
に
落
ち
延
び
さ
せ
、
身
替
り
に

一
子
幸
寿
丸
の
首
を
差
し
出
し
て
そ
の
場
を
し
の
ぐ
。
仲
光
の
北
の
方
は
、
悲
し
み
に
目
を
泣
き
つ
ぶ
す
。

三
年
後
、
満
仲
の
長
子
満
成
が
没
し
、
横
川
の
源
信
が
導
師
と
な
る
。
中
陰
が
果
て
て
後
、
源
信
は
我
が
弟
子
と
し
て
、
修
行
に
や
つ

れ
た
源
賢
阿
闇
梨
こ
と
美
丈
丸
を
満
仲
と
対
面
さ
せ
る
。
事
情
を
知
っ
た
満
仲
は
、
仲
光
を
賞
し
、
我
が
子
が
存
命
し
て
善
智
識
と
な
っ

た
こ
と
を
源
信
に
感
謝
す
る
。
北
の
方
も
、
思
わ
ざ
る
再
会
を
夢
か
と
喜
ぶ
。
源
賢
は
幸
寿
丸
の
菩
提
を
弔
い
、
一
寺
を
建
立
し
て
住
持
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こ
の
挿
話
は
、
実
は
「
四
天
王
劉
盗
異
録
』
に
も
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
に
も
直
接
取
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
馬

琴
・
京
伝
に
強
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
ず
「
四
天
王
剣
盗
異
録
」
の
方
か
ら
。
前
・
後
編
と
も
巻
末
に
附
載
す
る

「
倦
鶴
堂
蔵
版
目
録
」
中
に
本
作
全
十
冊
の
広
告
が
載
り
、
続
い
て
「
同
拾
遺
／
曲
亭
著
／
全
五
冊
美
女
丸
一
代
の
奇
談
軍
記
に
も
れ

た
る
事
を
し
る
す
近
刻
」
と
あ
る
。
こ
の
「
美
女
丸
」
は
恐
ら
く
「
美
丈
丸
」
の
こ
と
で
あ
り
、
馬
琴
は
右
の
一
件
を
敷
桁
し
て
、
な

お
「
拾
遺
」
編
を
も
の
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
四
天
王
剃
盗
異
録
」
で
主
人
公
格
と
な
っ
た
藤
原
（
袴

と
も
た
だ

垂
）
保
輔
は
、
「
前
太
平
記
』
（
巻
第
十
七
）
で
は
藤
原
致
忠
の
四
男
で
、
源
頼
光
と
も
近
し
い
保
昌
の
弟
で
あ
る
。
そ
の
保
輔
が
、
「
其

心
飽
く
ま
で
姦
凶
に
し
て
」
（
「
藤
原
保
輔
同
斎
明
事
付
匡
衡
手
負
季
孝
横
死
事
」
）
、
甥
の
斎
明
を
語
ら
い
、
盗
賊
の
頭
と
な
っ
て
権
力
に

歯
向
か
い
誰
罰
さ
れ
る
と
い
う
挿
話
は
、
上
記
多
田
満
仲
の
四
男
美
丈
丸
の
所
行
、

凡
そ
虎
生
ま
れ
て
三
日
、
牛
を
喰
ら
ふ
気
あ
り
。
美
丈
十
五
歳
に
し
て
、
人
を
殺
す
こ
と
を
好
む
。
此
心
、
又
改
む
る
こ
と
能
は
じ
。

と
が
い

け
が
お
も
て
た
な
ど
、
ろ

改
め
ず
ん
ば
日
々
に
悪
行
超
過
し
て
、
残
賊
毒
害
の
癖
者
と
成
っ
て
、
先
祖
の
名
を
汚
し
、
子
孫
の
面
を
辱
め
ん
事
、
掌
を
指

す
に
似
た
り
。
（
「
美
丈
丸
縦
逸
井
勘
気
事
」
、
叢
書
江
戸
文
庫
版
の
本
文
に
拠
る
）

に
通
う
も
の
で
あ
り
、
「
前
太
平
記
」
に
お
い
て
、
美
丈
丸
・
保
輔
は
、
源
家
に
と
っ
て
一
種
「
獅
子
身
中
の
虫
」
、
別
の
言
い
方
を
す
れ

ば
、
名
家
に
お
け
る
不
条
理
の
体
現
者
と
し
て
文
学
的
想
像
力
を
掻
き
た
て
る
、
好
一
対
で
あ
っ
た
。
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
第
四
綴
で
、

武
蔵
権
守
興
世
の
子
を
孕
ん
だ
ま
ま
、
藤
原
致
忠
の
側
室
と
な
っ
て
一
子
朧
丸
（
保
輔
）
を
産
み
、
事
現
れ
て
致
忠
の
許
を
離
れ
た
女
性

よ
お
り

節
折
に
、
「
母
子
が
生
涯
の
吉
凶
」
を
問
わ
れ
て
、
加
茂
保
憲
の
妻
妙
蔵
比
丘
尼
の
言
う
言
葉
、

ゆ
う
こ

さ
い
ろ
う

（
恩
愛
の
覇
を
）
脱
離
せ
ん
と
な
ら
ば
、
は
や
く
そ
の
児
を
棄
つ
る
に
あ
り
。
尼
今
そ
の
児
を
相
す
る
に
熊
虎
の
形
に
し
て
、
射
狼

ク
マ
ト
ラ

オ
ホ
カ
ミ

の
声
あ
り
。
…
…
も
し
こ
れ
を
養
育
せ
ば
、
成
長
の
麓
ち
か
な
ら
ず
九
族
に
禍
す
べ
し
。

と
な
る
。
Ｉ
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し
か
し
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
『
前
太
平
記
」
の
保
輔
が
あ
く
ま
で
も
致
忠
の
四
男
坊
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
で
は
、
実
は
武
蔵
権
守
興
世
の
子
で
あ
っ
た
、
と
い
う
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

敵
は
源
家
の
縁
者
で
は
な
く
、
将
門
側
の
血
筋
を
引
く
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
作
で
は
、
保
輔
に
変
化
・
赴
形
・
死
活
の
術

と
共
に
謀
反
の
志
を
も
伝
え
た
道
魔
法
師
（
第
十
四
綴
）
や
、
同
じ
回
か
ら
登
場
す
る
妖
童
鬼
同
丸
（
土
蜘
蛛
）
を
も
含
め
て
、
善
（
頼

光
四
天
王
と
そ
の
周
辺
）
と
悪
（
将
門
・
興
世
・
保
輔
・
道
魔
・
鬼
同
丸
）
の
対
立
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
で
は
、
こ
の
対
立
が

作
品
構
成
の
核
の
部
分
を
形
成
す
る
も
の
と
見
て
「
枠
組
の
強
調
」
と
申
し
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
馬
琴
の
読
本
に
お
い
て
勧

（
３
）

善
懲
悪
の
図
式
が
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
も
、
こ
れ
を
本
作
の
〈
読
本
的
枠
組
〉
そ
の
も
の
と
ま
で
見
な
す
こ
と
に
は
、

い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
ま
ず
は
お
詫
び
し
て
、
こ
の
表
現
を
撤
回
し
て
お
き
た
い
。

続
い
て
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
に
お
け
る
美
丈
丸
の
挿
話
の
投
影
に
、
論
を
及
ぼ
し
た
い
。
本
作
で
は
、
美
丈
丸
の
名
は
、
巻
之
五
末

尾
に
後
編
の
粗
筋
を
簡
略
に
述
べ
た
中
に
、
「
美
丈
丸
道
心
源
賢
阿
閣
梨
の
道
徳
に
よ
り
肉
芝
仙
蝦
蟇
の
術
や
ぶ
れ
て
滅
亡
し
、
霊
魂
石

し
や
う
す

と
化
し
世
に
こ
れ
を
蝦
蟇
石
と
称
る
事
」
と
し
て
見
え
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
「
美
丈
丸
道
心
」
と
「
源
賢
阿
闇
梨
」
は
同
一
人

物
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
分
け
て
書
い
て
あ
る
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
直
接
的
な
言
及
は
、
他
に
は
一
切
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か

し
私
は
、
美
丈
丸
の
挿
話
は
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
に
お
け
る
よ
り
も
さ
ら
に
深
い
と
こ
ろ
で
、
本
作
の
内
容
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
思
う
。
そ
の
点
を
、
源
家
の
武
将
源
頼
信
の
形
象
に
即
し
て
見
て
行
き
た
い
。

「
四
天
王
削
盗
異
録
」
に
お
け
る
頼
光
四
天
王
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
広
く
人
口
に
膳
炎
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」

太
平
記
」
（

で
あ
ろ
う
。

し
か
し

は
、
朧
丸
の
そ
の
後
を
予
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
節
折
は
そ
の
ま
ま
朧
丸
を
棄
て
て
尼
に
仕
え
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
前

太
平
記
」
の
保
輔
関
係
の
記
事
に
は
文
言
の
上
で
こ
れ
に
類
似
す
る
箇
所
は
な
く
、
む
し
ろ
右
の
美
丈
丸
を
か
す
め
た
も
の
と
見
る
べ
き
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に
お
け
る
頼
信
・
良
門
の
組
合
せ
は
、
晩
年
の
近
松
が
浄
瑠
璃
「
関
八
州
繋
馬
」
（
享
保
九
年
〈
一
七
二
四
〉
初
演
）
に
仕
組
ん
で
は
い

（
４
）

る
と
は
い
え
、
や
や
特
異
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
第
八
条
に
は
、
こ
の
頼
信
が
、
「
い
か
な
る
ゆ

ち
か
ご
ろ

す
け
み

ゑ
に
や
、
近
曽
俄
に
心
か
は
り
、
淫
酒
に
耽
り
驍
著
に
長
じ
、
供
遊
宴
楽
に
の
み
あ
か
し
く
ら
し
」
、
諌
言
し
た
家
臣
藤
六
左
近
輔
相
を

き
ん
つ
ら

手
討
に
す
る
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
の
挿
話
は
、
将
門
方
に
お
け
る
六
郎
公
連
の
諌
死
（
第
一
条
、
「
前
太
平
記
」
巻
第
一
「
将
門
命
議

事
付
公
連
諌
死
事
」
に
基
づ
く
）
、
良
門
に
対
す
る
善
知
安
方
の
諌
死
（
第
四
条
）
、
同
じ
く
鷺
沼
太
郎
則
友
の
諌
死
（
第
十
三
条
）
に
対

応
し
て
お
り
、
頼
信
は
、
心
を
改
め
な
い
将
門
・
良
門
と
は
対
照
的
に
、
藤
六
左
近
の
死
と
引
換
え
に
正
気
に
戻
る
が
、
こ
れ
は
肉
芝
仙

の
蝦
蟇
の
妖
術
に
心
を
晦
ま
さ
れ
て
い
た
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
乱
心
の
挿
話
は
、
ひ
と
つ
に
は
「
前
太
平
記
」

巻
二
十
三
「
千
手
丸
誕
生
事
」
に
お
い
て
、
二
六
歳
の
頼
信
が
、
一
条
天
皇
の
官
女
に
恋
煩
い
す
る
と
い
う
挿
話
に
導
か
れ
た
も
の
と
考

え
る
。
結
局
こ
の
恋
は
天
皇
の
叡
聞
に
入
っ
て
婚
姻
が
叶
い
、
や
が
て
千
手
丸
（
源
頼
義
）
が
生
ま
れ
る
の
だ
が
、
武
将
と
し
て
の
頼
信

の
活
躍
は
、
東
国
に
お
け
る
平
忠
常
の
乱
平
定
を
中
心
に
、
当
然
描
か
れ
る
も
の
の
、
名
実
共
に
源
家
の
統
領
に
相
応
し
い
英
雄
的
性
格

を
多
分
に
持
つ
頼
光
と
比
較
し
た
時
、
一
種
線
の
細
さ
は
否
め
な
い
。
京
伝
は
、
そ
の
点
を
す
か
さ
ず
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
恋
煩
い
は
、
「
乱
心
」
で
は
あ
っ
て
も
、
忠
義
の
臣
を
手
討
に
す
る
と
い
う
方
向
の
狂
気
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
こ
こ
に
は
や

は
り
、
美
丈
丸
の
挿
話
の
影
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
の
主
要
登
場
人
物
は
、
善
知
安
方
に
せ
よ
、

如
月
尼
（
滝
夜
叉
）
・
良
門
姉
弟
に
せ
よ
、
美
丈
丸
の
挿
話
を
意
識
し
て
眺
め
た
時
に
、
性
格
的
陰
影
が
一
層
際
立
つ
と
言
っ
て
良
い
。

勿
論
近
代
小
説
的
葛
藤
と
い
う
の
で
は
な
く
、
善
玉
・
悪
玉
の
入
れ
替
わ
り
と
い
っ
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
言
う
の
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
誰

も
が
全
能
で
は
な
く
、
己
の
内
側
に
悪
を
見
出
し
た
者
が
、
そ
れ
に
対
す
る
呵
責
に
耐
え
、
ま
た
実
際
に
堕
獄
し
て
呵
責
を
受
け
な
が
ら
、

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
我
が
身
の
悪
を
悟
り
得
な
い
者
に
対
し
て
、
生
き
替
わ
り
死
に
替
わ
り
諌
言
を
続
け
る
と
い
う
面
白
さ
。
や
や
大
げ

さ
に
言
え
ば
、
美
丈
丸
の
挿
話
に
見
ら
れ
る
狂
気
と
仏
心
の
相
克
を
、
京
伝
は
確
か
に
読
み
取
っ
て
応
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
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意
味
で
、
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
は
、
「
四
天
王
劇
盗
異
録
」
よ
り
大
人
の
世
界
を
扱
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ

も
善
悪
は
己
が
心
に
あ
り
と
い
う
勧
善
懲
悪
の
文
芸
化
の
方
向
の
問
題
で
あ
っ
て
、
前
稿
で
「
枠
組
の
弱
体
化
」
な
ど
と
申
し
述
べ
て
終

わ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
撤
回
し
て
再
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

な
お
、
美
丈
丸
は
、
つ
い
に
両
作
の
登
場
人
物
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
出
せ
ば
既
刊
行
分
と
同
工
異
曲
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
か

ら
、
予
告
の
み
に
止
ま
っ
た
こ
と
を
正
解
と
評
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
冒
頭
に
戻
り
、
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
と
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
に
お
け
る
馬
琴
・
京
伝
「
競
作
」
の
問
題
に

（
５
）

つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
同
じ
典
拠
作
の
同
じ
出
来
事
か
ら
出
発
し
て
、
共
に
そ
の
「
後
日
讃
」
（
徳
田
氏
）
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
し

か
も
典
拠
の
利
用
は
、
互
い
に
ほ
と
ん
ど
重
な
り
あ
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
先
に
引
用
し
た
徳
田
武
氏
の
言
の
よ
う
に
、
「
す
で

に
馬
琴
と
読
本
を
競
作
す
る
状
況
に
入
っ
て
い
た
京
伝
」
が
、
「
鶴
喜
か
ら
馬
琴
の
動
静
を
聞
き
知
る
こ
と
な
ど
も
あ
つ
」
た
か
ら
だ
ろ

う
か
。
「
四
天
王
馴
盗
異
録
」
と
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
は
、
共
に
仙
鶴
堂
鶴
屋
喜
右
衛
門
の
単
独
版
で
あ
る
か
ら
、
鶴
喜
は
両
作
の
文

字
通
り
の
版
元
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
高
木
元
氏
の
「
京
伝
と
馬
琴
と
に
よ
る
競
作
状
況
は
、
江
戸
読
本
を
流
行
さ
せ
る
た
め

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

（
６
）

に
板
元
で
あ
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
が
意
図
的
に
演
出
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
、
す
で
に
良
く
知
ら
れ
た

発
言
を
、
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
私
は
、
書
騨
の
関
与
に
つ
い
て
、
（
高
木
氏
の
意
図
を
正
し
く
受
け
止
め
て
い
な

い
こ
と
を
恐
れ
る
が
）
人
気
作
者
京
伝
・
馬
琴
の
新
作
を
一
手
に
引
き
受
け
た
鶴
喜
が
、
両
者
の
間
で
上
手
く
立
ち
回
り
、
互
い
の
ラ
イ

バ
ル
意
識
を
煽
り
立
て
て
、
作
者
の
緊
張
感
と
共
に
、
読
者
の
期
待
感
を
一
気
に
高
め
よ
う
と
目
論
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
あ
り
方
と
は
、

も
う
少
し
違
っ
た
方
向
で
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
含
め
、
続
い
て
両
作
の
長
編
構
成
を
支
え
る
〈
読
本
的
枠
組
〉
を
抽
出
し
な
が
ら
、

や
や
考
察
を
深
め
て
み
た
い
と
思
う
。
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正
直
な
と
こ
ろ
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
読
本
的
枠
組
に
つ
い
て
、
私
は
ず
っ
と
誤
解
し
続
け
て
き
た
。
藤
原
（
袴
垂
）
保
輔
を
主

人
公
と
す
る
悪
漢
小
説
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
ま
ず
あ
り
、
そ
の
悪
漢
が
妖
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
善
悪
の
振
幅
が
大
き
く
な

（
７
）

り
、
作
品
世
界
の
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
、
同
じ
構
図
が
「
椿
説
弓
張
月
」
に
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
た
た
め
に
、
こ
の

作
品
の
内
実
を
、
妖
と
徳
の
対
決
と
い
う
か
た
ち
に
抽
象
化
し
て
受
け
取
り
、
そ
れ
を
読
本
的
枠
組
に
ま
で
及
ぼ
し
て
済
ま
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
保
輔
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
今
で
も
間
違
い
と
は
思
わ
な
い
が
、
し
か
し
、
本
作
の
読
本

的
枠
組
は
、
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
前
節
に
引
用
し
た
、
妙
蔵
比
丘
尼
が
保
輔
（
朧
丸
）
の
生
母
節
折

に
語
っ
た
予
言
の
言
葉
（
第
四
綴
）
で
あ
る
。
「
こ
の
子
供
は
成
長
の
後
、
熊
虎
射
狼
の
性
質
を
露
わ
に
し
て
人
々
に
仇
を
な
す
」
と
の

さ
わ
ら
ぎ

予
言
に
従
っ
て
節
折
は
朧
丸
を
捨
て
、
六
郎
二
・
椹
木
夫
婦
に
拾
わ
れ
た
朧
丸
（
弥
介
）
は
、
悪
事
を
重
ね
た
あ
げ
く
、
悪
人
の
養
父
と

罪
の
な
い
義
妹
を
死
に
追
い
や
っ
て
去
る
（
第
五
～
九
綴
）
。
上
京
し
た
弥
介
は
、
和
泉
式
部
、
次
い
で
そ
の
夫
で
義
兄
の
藤
原
保
昌

（
父
致
忠
は
す
で
に
逝
去
）
に
め
ぐ
り
合
い
、
左
京
亮
保
輔
と
名
の
る
（
第
十
綴
）
。
ｌ
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
、
後
半
は
、
先
に
紹

介
し
た
『
前
太
平
記
」
の
挿
話
を
踏
ま
え
、
ま
た
頼
光
四
天
王
等
も
直
接
絡
む
展
開
と
な
る
が
、
今
問
題
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ク
ラ

（
８
）

イ
マ
ッ
ク
ス
の
詠
裁
に
先
立
つ
、
第
十
八
綴
の
後
半
に
挿
入
さ
れ
た
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

ｌ
保
輔
は
、
嵯
峨
の
尼
寺
慈
心
寺
の
観
音
像
に
細
工
し
て
信
仰
を
集
め
、
そ
の
後
寺
に
押
入
っ
て
奏
銭
を
奪
お
う
と
す
る
が
、
住
持
画

仏
尼
の
厳
然
と
し
た
応
対
に
気
圧
さ
れ
て
逃
げ
帰
る
（
「
わ
れ
三
十
年
来
賊
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
こ
の
寺
に
入
り
し
程
お
そ
る
し
と
思

ひ
し
こ
と
は
な
し
」
）
。
そ
の
後
、
同
宿
の
比
丘
尼
の
一
人
説
石
尼
が
、
保
輔
は
我
が
子
弥
助
と
語
っ
て
嘆
く
。
画
仏
尼
も
来
し
方
を
語
り
、

1■■■■■■

■■■■I■

■■■■■■■
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説
石
尼
が
後
を
続
け
て
、
保
輔
（
弥
助
）
を
め
ぐ
る
二
人
の
話
は
一
本
化
す
る
。

も
と

わ
ざ
は
ひ

は
じ
め
わ
れ
妙
蔵
尼
の
教
に
惇
り
、
朧
丸
を
殺
さ
ず
し
て
、
終
に
禍
を
御
身
に
う
つ
せ
し
事
、
差
る
に
な
ほ
あ
ま
り
あ
り
。
…
…

尼
今
夜
保
輔
を
相
す
る
に
、
已
に
死
相
を
あ
ら
は
し
た
り
。
是
皆
過
世
の
因
果
な
り
と
い
へ
ど
も
、
…
…
保
輔
詠
裁
せ
ら
れ
な
ば
、

三
縁
こ
、
に
解
脱
し
て
、
夙
願
成
就
す
と
思
へ
ば
、
よ
る
こ
ば
し
う
こ
そ
侍
れ
。

画
仏
尼
は
節
折
で
あ
り
、
説
石
尼
は
椹
木
で
あ
る
（
妙
蔵
尼
は
こ
の
間
に
遷
化
）
。
画
仏
尼
（
節
折
）
は
、
遡
っ
て
第
十
三
綴
に
、
そ

れ
と
明
示
せ
ず
、
保
輔
の
毒
手
か
ら
美
女
姫
松
（
頼
光
の
侍
女
で
、
卜
部
季
武
と
不
義
の
疑
い
に
よ
る
辛
苦
を
経
て
妻
と
な
る
）
を
救
っ

て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
保
輔
（
朧
丸
・
弥
助
）
讃
は
、
将
門
の
滅
亡
に
際
し
て
戦
場
を
逃
れ
、
都
に
伴
っ
た
藤

き
そ

原
致
忠
を
刺
そ
う
と
し
て
果
さ
ず
、
岐
岨
路
に
我
が
子
を
捨
て
て
、
妙
蔵
尼
に
従
い
、
仏
道
修
行
に
後
半
生
を
送
っ
た
節
折
（
画
仏
尼
）

の
物
語
の
中
に
、
ス
ッ
ポ
リ
と
包
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
妙
蔵
尼
の
予
言
と
、
後
半
は
節
折
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
そ
の
終
焉
と

が
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
読
本
的
枠
組
で
あ
る
。
や
や
紛
ら
わ
し
い
の
が
、
『
雨
月
物
語
」
の
「
青
頭
巾
」
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
あ

る
、
岐
岨
寝
覚
の
里
の
人
喰
い
の
姥
（
第
二
、
三
綴
）
で
、
第
三
綴
に
は
、

を
ば

ま
つ
は
り

ひ
と
、
な
る

あ
い
よ
く
ど
ん
ら
ん

こ
の
時
妖
婆
が
怨
霊
、
三
歳
の
小
児
（
注
、
朧
丸
）
に
縁
し
よ
り
、
こ
の
児
成
長
に
及
び
て
、
愛
欲
貧
埜
の
こ
、
ろ

ワ
ガ
モ
ノ
ヲ
、
シ
ミ
ヒ
ト
ノ
モ
ノ
ヲ
ホ
シ
ガ
ル

ほ
し
い
ま
、

起
り
、
終
に
剛
盗
と
な
り
て
、
残
悪
を
弦
に
し
、
身
を
白
刃
の
下
に
亡
せ
る
か
と
お
も
は
れ
け
る
。

を
ぱ
が
お
ん
り
や
う
と
り
つ
く
お
ぼ
ろ
ま
る
に
ず

の
一
節
が
、
セ
ゥ
・
八
ォ
の
挿
絵
（
詞
書
「
妖
婆
冤
魂
想
望
朧
丸
↓
図
」
と
共
に
載
る
た
め
に
、
や
や
幻
惑
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

だ
が
、
こ
の
「
妖
婆
」
は
、
作
品
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
従
っ
て
来
た
致
忠
の
忠
実
な
従
者
と
格
闘
し
、
共
に
谷
底
に
落
ち
て

死
ぬ
こ
と
で
、
節
折
の
話
に
新
た
な
局
面
を
用
意
し
、
ま
た
保
輔
の
養
父
六
郎
二
が
、
後
の
碓
井
貞
光
（
四
天
王
の
一
人
）
の
父
親
を
殺

害
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
後
の
展
開
に
そ
れ
以
上
の
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
な
い
（
こ
う
し
た
中
途
半
端
な
描
き
方

は
、
馬
琴
と
し
て
は
失
敗
と
思
わ
れ
る
）
。
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と
こ
ろ
で
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
は
、
馬
琴
の
半
紙
型
読
本
の
四
分
類
〈
仇
討
も
の
〉
〈
伝
説
も
の
〉
〈
巷
談
も
の
〉
〈
史
伝
も
の
〉
の

（
皿
）

う
ち
、
〈
伝
説
も
の
〉
に
含
ま
れ
る
と
す
る
の
が
、
一
般
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
横
山
邦
治
氏
は
、
こ
の
四
分
類
を
「
読
本
」
ジ

（
ｕ
）

ヤ
ン
ル
の
中
核
を
な
す
〈
稗
史
も
の
〉
の
分
類
基
準
に
引
き
上
げ
、
〈
御
家
騒
動
も
の
〉
を
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」

（
吃
）

の
扱
い
に
つ
い
て
変
化
は
な
い
。
私
も
〈
御
家
騒
動
も
の
〉
以
外
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
山
氏
の
分
類
基
準
を
踏
襲
し
て
き
た
が
、
た
だ
、

恐
ら
く
は
作
品
の
内
容
か
ら
漠
然
と
感
じ
ら
れ
る
印
象
に
基
づ
い
て
近
代
の
研
究
者
の
立
て
た
こ
う
し
た
分
類
を
、
必
ず
し
も
作
品
の
素

材
に
よ
る
も
の
と
せ
ず
、
読
本
的
枠
組
の
施
し
方
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
作
品
構
成
の
型
と
し
て
捉
え
直
す
べ
き
か
と
愚
考
し
、
実
践
を

（
Ｂ
）

試
み
て
い
る
。
現
在
、
〈
仇
討
も
の
〉
〈
巷
談
も
の
〉
〈
史
伝
も
の
〉
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
分
類
基
準
は
、
作
品
構
成
の
型
と
ほ
ぼ
合
致

と
で
あ
る
。

む
。

第
二
十
綴
に
至
り
、
節
折
（
本
作
）
の
枠
組
は
、
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
完
了
す
る
。

ア
説
石
尼
は
保
輔
の
首
を
盗
み
、
娘
深
雪
の
墓
に
合
葬
、
事
情
を
了
解
し
た
頼
光
朝
臣
は
黙
認
す
る
。

イ
終
焉
の
期
を
悟
っ
た
画
仏
尼
（
六
九
歳
）
は
、
書
写
山
の
性
空
上
人
に
導
師
を
依
頼
す
る
。

ウ
藤
原
保
昌
は
、
父
致
忠
の
遺
命
を
伝
え
る
た
め
、
妻
和
泉
式
部
を
遣
わ
す
が
、
そ
れ
を
察
知
し
た
画
仏
尼
は
、
式
部
と
の
面
会
を
拒

エ
到
着
し
た
性
空
上
人
は
、
「
く
ら
き
よ
り
」
の
歌
を
詠
ん
だ
式
部
を
伴
う
。

オ
上
人
と
の
偶
の
応
酬
が
あ
っ
て
、
画
仏
尼
は
遷
化
す
る
。

力
頼
光
朝
臣
・
四
天
王
・
保
昌
・
満
仲
朝
臣
の
略
伝
。
源
家
は
繁
栄
す
る
。

（
９
）

ウ
・
エ
の
続
き
具
合
に
も
う
ひ
と
つ
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
何
か
典
拠
が
見
出
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
も
、
ア
ー

カ
を
通
読
し
て
了
解
さ
れ
る
の
は
、
節
折
の
枠
組
、
す
な
わ
ち
本
作
の
読
本
的
枠
組
は
、
女
人
往
生
伝
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
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す
る
も
の
と
見
な
し
て
良
い
と
考
え
て
い
る
が
、
〈
伝
説
も
の
〉
に
つ
い
て
は
再
考
の
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
私
は
〈
伝
説
も
の
〉
を
、

〈
仇
討
も
の
〉
の
発
展
形
態
で
、
馬
琴
主
導
で
考
案
さ
れ
、
一
代
で
は
尽
き
な
い
因
果
応
報
を
盛
り
込
む
た
め
に
物
語
全
体
の
時
間
的
尺

度
が
長
く
取
ら
れ
て
お
り
、
文
化
三
、
四
年
刊
の
〈
稗
史
も
の
〉
に
、
典
型
的
に
現
れ
る
型
と
定
義
し
て
き
た
。
文
化
三
、
四
年
刊
の
馬

琴
の
読
本
が
こ
の
型
を
多
く
採
用
す
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
「
四
天
王
削
盗
異
録
」
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
明
ら
か

（
Ｍ
）

に
右
の
定
義
に
当
て
嵌
ま
ら
な
い
。
代
わ
っ
て
浮
上
し
て
来
る
の
は
、
長
編
仏
教
説
話
（
勧
化
本
）
に
基
づ
く
上
方
読
本
の
〈
一
代
記
〉

流
行
り
が
、
こ
の
時
期
江
戸
読
本
の
長
編
構
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
、
中
村
幸
彦
氏
の
生
涯
唱
え
続
け
ら
れ
た
御
説
で

（
巧
）

あ
る
。
現
在
典
拠
作
を
特
定
で
き
ず
に
い
る
（
あ
る
い
は
そ
の
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
）
が
、
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
に
お
け
る

読
本
的
枠
組
の
施
し
方
は
、
ま
さ
し
く
中
村
説
の
方
を
向
い
て
い
る
。
本
作
は
、
中
村
説
に
従
っ
て
、
江
戸
〈
稗
史
も
の
〉
の
下
位
項
目

に
も
う
ひ
と
つ
〈
一
代
記
も
の
〉
の
項
を
追
加
し
、
こ
こ
に
含
め
る
の
が
適
当
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
往
生
に
よ
っ
て
完
了
す
る
節
折
の
〈
一
代
記
〉
を
縦
軸
と
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
興
味
の
中

心
は
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
中
に
包
み
込
ま
れ
た
善
悪
の
対
立
と
い
っ
て
良
く
、
節
折
の
往
生
が
、
そ
れ
ら
を
共
に
止
揚
し
て
し

ま
う
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
節
折
の
〈
一
代
記
〉
自
体
も
勿
論
創
作
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
内
実
は
、
上
方

の
〈
一
代
記
〉
に
較
べ
て
ず
っ
と
創
作
性
の
強
い
、
〈
擬
・
一
代
記
〉
と
言
っ
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
時
に
、

「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
と
同
じ
く
〈
擬
・
一
代
記
〉
と
し
て
の
内
実
を
備
え
た
読
本
が
、
同
時
期
、
山
東
京
伝
に
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」
（
文
化
二
年
一
二
月
、
鶴
喜
刊
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」
の
読
本
的
枠
組
は
分
か
り
や
す
く
、
第

三
で
桜
姫
の
母
野
分
の
方
に
惨
殺
さ
れ
た
白
拍
子
玉
琴
の
怨
恨
（
第
十
九
で
復
讐
を
遂
げ
、
解
脱
）
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
を
分
類

し
よ
う
と
す
る
と
、
〈
仇
討
も
の
〉
に
も
〈
伝
説
も
の
〉
に
も
当
て
嵌
ま
ら
な
い
。
横
山
邦
治
氏
は
、
〈
御
家
騒
動
も
の
〉
と
し
て
論
じ
て

（
肥
）

（
Ⅳ
）

お
ら
れ
る
が
、
私
は
、
本
作
に
は
御
家
騒
動
の
要
素
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
、
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
、
「
四
天
王
劉
盗

-143-



異
録
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
事
柄
を
敷
術
し
て
、
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」
の
基
本
プ
ロ
ッ
ト
に
言
及
す
れ
ば
、
本
作
は
、
仏
教
長
編
説

（
岨
）

話
『
勧
善
桜
姫
伝
」
を
利
用
し
な
が
ら
、
女
人
往
生
伝
を
裏
返
し
て
、
稀
代
の
悪
女
野
分
の
方
の
一
代
記
（
裏
に
は
常
に
玉
琴
の
怨
霊
が

い
る
）
を
設
定
し
、
そ
の
内
側
に
桜
姫
・
清
玄
謹
を
組
み
込
ん
だ
〈
擬
・
一
代
記
〉
で
あ
る
。
も
う
少
し
内
側
に
目
を
向
け
て
、
「
四
天

王
劉
盗
異
録
」
の
節
折
・
保
輔
母
子
、
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」
の
野
分
・
桜
姫
母
子
を
比
較
し
、
前
者
の
母
（
善
な
い
し
善
悪
超
越
）
／
息

子
（
悪
）
に
対
し
て
後
者
の
母
（
悪
）
／
娘
（
善
な
い
し
善
悪
超
越
）
、
と
い
う
対
応
関
係
を
抽
出
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
加

ま
ん
じ

え
て
、
「
曙
草
紙
」
の
野
分
の
方
の
形
象
化
に
あ
た
っ
て
は
、
馬
琴
読
本
「
石
言
遺
響
』
（
文
化
二
年
正
月
、
中
川
新
七
刊
）
の
悪
女
万
字

（
四
）

（
釦
）

前
が
参
照
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
は
、
こ
こ
に
も
仏
教
長
編
説
話
「
小
夜
中
山
霊
鐘
記
」
が
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
斯
学
の
常
識
で
あ
る
。

両
者
の
こ
う
し
た
類
似
の
拠
っ
て
来
る
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
改
め
て
一
考
す
る
価
値
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

京
伝
読
本
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
と
の
類
同
性
を
有
す
る
馬
琴
読
本
「
四
天
王
剃
盗
異
録
』
が
、
同
じ
く
京
伝
の
読
本
『
桜
姫
全
伝
曙

草
紙
」
と
も
近
似
し
た
点
を
持
つ
こ
と
を
述
べ
た
が
、
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
に
つ
い
て
も
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
以
外
の
馬
琴
読
本
に

対
し
て
、
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
私
は
前
稿
に
お
い
て
、
本
作
の
読
本
的
枠
組
に
つ
い
て
も
、
「
四
天
王
劉
盗
異
録
』
と
同
様
の

理
由
で
誤
認
を
犯
し
た
ま
ま
な
の
で
、
こ
れ
を
正
し
く
把
握
し
直
し
た
上
で
、
然
る
べ
き
道
筋
を
経
て
結
論
に
辿
り
着
き
た
い
と
思
う
。

「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
の
作
品
構
造
を
見
極
め
よ
う
と
し
た
際
に
混
乱
を
来
た
す
一
因
は
、
本
作
中
に
、
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
の
保

輔
が
道
魔
法
師
か
ら
受
け
継
い
だ
〈
術
〉
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
な
か
た
ち
で
、
蝦
蟇
の
術
を
用
い
る
肉
芝
仙
が
登
場
し
、
し
か
も
良
門
が

こ
の
術
を
習
得
し
て
、
姉
の
如
月
尼
ま
で
も
謀
反
の
大
望
に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
点
で
あ
る
（
第
三
、
四
条
）
。
妖
術
の
効
力
は
、

四
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｢四天王剃盗異録」と「善知安方忠義伝」

善
知
安
方
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
謡
曲
「
善
知
烏
」
に
基
づ
く
人
物
で
あ
る
。
内
容
的
に
全
く
通
う
と
こ
ろ
の
な
い
「
前
太
平
記
』
と

取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
の
は
、
作
者
山
東
京
伝
の
考
証
的
興
味
が
、
近
世
前
期
江
戸
の
都
市
風
俗
の
背
景
を
な
し
て
い
る
東
国
一
般
へ
の
歴

（
躯
）

史
・
民
俗
へ
と
拡
大
し
た
結
果
と
推
察
さ
れ
る
が
、
開
始
早
々
、
謀
反
を
起
こ
し
、
下
総
に
大
内
裏
造
営
し
て
新
皇
帝
と
僧
称
し
た
相
馬

き
ん
つ
ら

に
し
き
ぎ

小
次
郎
平
将
門
に
対
し
て
、
家
臣
六
郎
公
連
が
諌
死
、
一
子
次
郎
安
方
は
追
放
さ
れ
、
妻
錦
木
と
共
に
奥
州
外
が
浜
に
下
り
、
漁
猟
を

そ
の
後
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
の
で
、
私
は
前
稿
で
、
本
作
の
読
本
的
枠
組
を
、
刊
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
後
編
で
こ
の
術
が
敗
れ
て
良
門

が
滅
亡
す
る
ま
で
と
錯
覚
し
て
い
る
。
蝦
蟇
の
術
は
、
良
門
の
野
心
や
如
月
尼
の
（
恐
ら
く
は
）
隠
さ
れ
た
篭
屈
、
前
記
源
頼
信
の
驍
慢

な
ど
、
人
間
の
誰
も
が
持
つ
心
の
隙
間
に
入
り
込
ん
で
来
る
の
だ
が
、
し
か
し
頼
信
に
即
し
て
申
し
述
べ
た
よ
う
に
、
忠
義
の
臣
の
命
を

賭
し
た
諫
言
に
よ
っ
て
心
の
闇
が
晴
れ
る
や
い
な
や
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
る
。
本
作
で
大
事
な
の
は
術
よ
り
も
「
諫
言
」

の
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
代
表
と
し
て
読
本
的
枠
組
を
荷
っ
て
い
る
の
は
、
他
で
も
な
い
、
題
名
に
名
前
を
冠
せ
ら
れ
た
「
善
知
安
方
」
そ

の
人
で
あ
る
（
本
作
は
一
応
未
完
作
な
の
で
、
正
確
に
は
前
編
の
読
本
的
枠
組
と
言
っ
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
巻
之
五
末
尾

に
後
編
の
粗
筋
を
明
か
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
京
伝
が
こ
こ
で
作
品
を
終
わ
ら
せ
る
サ
イ
ン
と
も
受
け
取
れ
る
）
。
こ
れ
は
京
伝

ら
し
く
ま
こ
と
に
凝
っ
た
や
り
方
で
あ
っ
て
、
本
作
の
題
名
が
な
ぜ
「
善
知
安
方
」
の
「
忠
義
」
を
調
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

従
来
不
審
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
最
近
の
論
考
で
も
、
稿
者
本
多
朱
里
氏
は
「
「
忠
義
伝
」
は
、
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
と
い
う
題
名
で

（
釦
）

あ
り
な
が
ら
善
知
安
方
の
活
躍
を
描
い
た
作
品
で
は
な
い
。
ま
た
「
忠
義
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し

か
し
、
本
作
に
お
け
る
安
方
の
役
割
は
、
同
じ
く
本
多
氏
が
、
少
し
後
の
と
こ
ろ
で
、
「
個
々
の
事
件
を
つ
な
げ
、
そ
れ
を
読
者
に
見
せ

る
為
に
い
る
人
物
、
物
語
の
語
り
手
に
近
い
立
場
に
い
る
人
物
な
の
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
お
ら
れ
る
の
が
正
し
い
。
氏
は
さ
ら
に
安
方

を
「
い
わ
ば
〈
見
て
い
る
人
〉
で
あ
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
本
作
の
読
本
的
枠
組
は
善
知
安
方
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る

を
「
い
わ
ば

の
に
等
し
い
。
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傍
線
部
分
が
題
名
の
由
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で
謡
曲
「
善
知
烏
」
に
拠
る
以
上
、
亡
魂
と
化
し
た
安
方
は
、
越
中
立
山
に

禅
定
す
る
、
回
国
の
修
行
僧
な
ら
ぬ
妻
の
兄
鷺
沼
太
郎
則
友
の
前
に
現
れ
、
謡
曲
の
詞
章
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

わ
ざ

さ
い
つ
こ
ろ
浪
々
の
身
と
な
り
し
よ
り
、
陸
奥
に
さ
す
ら
へ
、
な
り
は
ひ
と
す
べ
き
業
も
な
け
れ
ば
、
只
あ
け
て
も
く
れ
て
も
殺
生

い
と
な
み

つ
士
李
こ

を
営
、
，
…
：
身
の
苦
さ
も
悲
し
さ
も
、
妻
子
の
恩
愛
に
打
忘
れ
、
追
烏
た
か
縄
さ
ま
か
、
に
、
品
か
は
り
た
る
殺
生
な
り
。
今
思

お
し
ど
り

と
が

へ
ぱ
お
の
れ
が
妻
子
の
い
と
し
き
ご
と
く
、
鳥
獣
も
お
も
ふ
ら
ん
を
、
…
…
鴛
鴦
を
殺
せ
し
答
や
ら
ん
。
逃
げ
ん
と
す
れ
ど
立
得
ぬ

き
じ

は
る
か

は
、
羽
ぬ
け
烏
の
報
な
る
か
。
安
方
が
身
を
た
と
ふ
れ
ば
鷹
に
追
る
、
雄
子
よ
り
も
、
遥
に
過
て
哀
な
り
。
逃
れ
が
た
の
、
狩
場
の

吹
雪
に
、
空
も
お
そ
る
し
地
を
走
る
犬
、
鷹
に
責
ら
れ
、
あ
な
こ
、
ろ
う
と
う
安
方
、
や
す
き
ひ
ま
な
き
苦
み
を
、
た
す
け
て
た
べ

者
）
。
Ｉ

こ
と
と
し
、
善
知
と
名
乗
っ
た
（
第
一
条
。
前
掲
の
と
お
り
「
前
太
平
記
」
巻
第
一
「
将
門
余
議
事
付
公
連
諌
死
事
」
を
踏
ま
え
る
）
と

の
挿
話
が
簡
潔
に
語
ら
れ
、
両
者
は
、
さ
り
げ
な
く
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
す
で
に
触
れ
て
も
き
て
い
る
よ
う
に
、
善
知
安
方
は
、
第
四
条
で
、
本
作
の
表
舞
台
か
ら
は
、
早
く
も
姿
を
消
す
こ
と
に
な

る
。
こ
の
場
面
の
展
開
を
、
や
や
詳
し
く
辿
っ
て
み
る
。

ｌ
謀
反
の
大
望
を
抱
い
た
平
太
郎
良
門
は
、
術
に
よ
っ
て
如
月
尼
の
道
心
を
挫
き
、
味
方
に
引
き
込
む
。
善
知
安
方
は
、
こ
の
時
平
太

郎
の
行
方
を
尋
ね
て
こ
こ
に
辿
り
着
き
、
二
人
を
諫
め
る
が
、
却
っ
て
平
太
郎
に
斬
ら
れ
、
切
腹
し
て
な
お
諫
言
を
続
け
（
「
い
き
な
か

む
し
ろ

ら
へ
て
御
ゆ
く
す
ゑ
を
見
ん
も
な
か
ノ
ー
お
も
ひ
な
り
。
寧
亡
父
の
志
を
つ
ぎ
、
死
し
て
魂
晩
御
身
に
つ
き
そ
ひ
、
い
つ
ま
で
も
ご
諌
言

む
く
ろ

仕
る
べ
し
」
Ｊ
つ
い
に
首
を
打
た
れ
る
。
良
門
は
、
味
方
を
求
め
て
旅
立
と
う
と
す
る
が
、
「
副
義
固
函
網
目
ｑ
詞
荊
が
、
首
な
き
躯
お
き

・
う
し
ろ

あ
が
り
、
背
後
よ
り
平
太
郎
が
腰
に
い
だ
き
つ
き
て
ひ
き
と
ず
む
。
．
．
…
・
死
し
て
も
た
ゆ
ま
ぬ
金
鋼
例
剃
当
謝
馴
似
ぞ
哀
な
る
」
（
傍
線
筆

や
則
友
ど
の
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さ
て
本
作
の
読
本
的
枠
組
が
「
善
知
安
方
」
で
あ
り
、
そ
の
形
象
が
謡
曲
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
て
、
謡
曲
を
素
材
と
し
た
読
本
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
文
化
三
年
一
二
月
の
刊
記
を
も
つ
本
作
よ
り
ほ
ぼ
一
年
早
い
、
同
年
一
月
に
、
馬
琴
の
『
三
国
一
夜
物
語
」
（
上
総

屋
忠
助
ほ
か
江
戸
三
書
騨
刊
。
「
富
士
太
鼓
」
に
拠
る
）
・
「
勧
善
常
世
物
語
」
（
江
戸
・
柏
屋
半
蔵
ほ
か
京
・
大
坂
・
江
戸
六
書
騨
刊
。

（
お
）

「
鉢
木
」
に
拠
る
）
の
両
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
馬
琴
の
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
に
お
け
る
京
伝
の
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
と
同
じ
よ

う
に
、
京
伝
の
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
に
近
接
し
て
、
馬
琴
の
両
作
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
詳
し
い
論
証
は

ｊ蔀
省
い
て
、
両
作
の
読
本
的
枠
組
を
抽
出
し
た
結
果
の
み
示
す
と
、
「
二
一
国
一
夜
物
語
」
で
は
多
田
満
仲
の
神
霊
の
託
宣
、
「
勧
善
常
世
物
語
」

忠劫
で
は
九
尾
の
狐
（
玉
藻
前
）
の
怨
恨
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
謡
曲
は
共
に
作
品
の
重
要
な
素
材
源
と
い
う
に
止
ま
る
。
謡
曲
は
、
「
善
知
安

訓
方
忠
義
伝
」
に
お
い
て
初
め
て
読
本
的
枠
組
と
し
て
利
用
さ
れ
、
作
品
構
造
の
中
核
の
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

－と
と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
馬
琴
の
出
世
作
「
椿
説
弓
張
月
」
（
前
篇
・
文
化
四
年
正
月
、
平
林
庄
五
郎
ほ
か
江
戸
二
書
騨
刊
。
以
下

ｊ溺
後
篇
・
続
篇
・
拾
遺
・
残
篇
、
文
化
五
～
八
年
刊
）
の
読
本
的
枠
組
と
し
て
、
謡
曲
「
海
人
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

雌
「
海
人
」
の
枠
組
は
、
無
論
、
前
篇
か
ら
残
篇
に
至
る
全
体
の
長
編
構
成
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
あ
か
ら
さ
ま
に
そ
れ
と
は
示
さ

王厭
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
前
・
後
篇
一
二
冊
で
の
完
結
が
予
定
さ
れ
て
い
た
初
期
構
想
段
階
の
名
残
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
同
時

－

（
型
）

に
こ
れ
に
最
も
近
接
し
た
作
品
構
造
を
持
つ
の
は
、
他
な
ら
ぬ
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
機
会
を
得
た
。
『
善
知

深
み
、
な
い
し
型

重
複
す
る
の
で
、

と
、
殺
生
の
罪
に
よ
る
地
獄
の
苦
患
を
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
（
第
五
条
。
た
だ
し
謡
曲
で
は
「
妻
子
の
恩
愛
」
さ
え
忘
れ
た
た
め
に
永
久

に
成
仏
で
き
な
い
で
い
る
の
を
、
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
で
は
逆
に
「
妻
子
の
恩
愛
」
の
た
め
に
殺
生
を
業
と
し
た
と
改
め
、
成
仏
の
機

縁
を
設
け
て
い
る
）
。
忠
臣
で
あ
る
と
共
に
逃
れ
が
た
い
罪
過
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
善
知
安
方
の
も
つ
二
重
性
が
、
本
作
に
文
芸
的
な

深
み
、
な
い
し
勧
善
懲
悪
の
徹
底
し
な
い
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
「
前
太
平
記
」
の
美
丈
丸
に
即
し
て
申
し
述
べ
た
事
柄
と

繰
り
返
さ
な
い
。

－147－



安
方
忠
義
伝
』
も
、
実
は
分
類
の
難
し
い
作
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
〈
伝
説
も
の
〉
の
流
行
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
安
方
の
忠

義
は
ひ
と
え
に
良
門
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
前
述
の
〈
伝
説
も
の
〉
の
定
義
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
本
作
を
「
椿
説

弓
張
月
」
前
篇
の
横
に
置
い
て
眺
め
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
京
伝
・
馬
琴
が
何
を
考
え
て
い
た
か
、
良
く
分
か
る
。
「
椿
説
弓
張
月
」
は
、

全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
名
実
共
に
堂
々
た
る
〈
史
伝
も
の
〉
と
し
て
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
と
に
前
篇
は
、
〈
史
伝
も

の
〉
へ
の
試
行
錯
誤
の
跡
を
、
様
々
に
留
め
て
い
る
。
京
伝
は
「
前
太
平
記
」
を
主
要
典
拠
と
し
て
こ
れ
を
謡
曲
「
善
知
烏
」
で
覆
い
、

馬
琴
は
、
「
前
太
平
記
』
に
登
場
す
る
源
家
の
統
領
と
し
て
は
最
後
の
人
で
あ
る
源
為
義
の
八
男
為
朝
を
主
人
公
格
と
す
る
「
保
元
物
語
』

を
主
要
典
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
謡
曲
「
海
人
」
で
覆
う
初
期
構
想
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想
に
、
馬
琴
に
と
っ
て
幸
運
な
方
向
転

（
お
）

換
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
論
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
「
椿
説
弓
張
月
』
に
お
け
る
こ
う
し
た
点
を
参
考
に
し
て

「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
を
分
類
す
る
と
す
れ
ば
、
〈
原
・
史
伝
も
の
〉
と
で
も
称
す
べ
き
か
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
先
ほ
ど
〈
（
擬
・
）
一

代
記
も
の
〉
と
分
類
し
た
『
四
天
王
剣
盗
異
録
」
も
、
読
本
的
枠
組
の
施
し
方
と
し
て
は
と
も
か
く
、
同
じ
く
『
椿
説
弓
張
月
』
に
通
う

（
妬
）

〈
原
・
史
伝
も
の
〉
と
し
て
の
作
品
の
内
実
を
有
す
る
こ
と
も
、
多
少
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
『
四
天
王
劉
盗
異
録
』

と
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
は
、
共
に
「
椿
説
弓
張
月
」
に
流
れ
込
む
と
い
う
、
両
者
の
新
た
な
類
似
点
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

萢
勾
ノ
○

文
芸
様
式
と
し
て
の
江
戸
読
本
の
形
成
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
時
、
文
化
三
、
四
年
の
京
伝
・
馬
琴
の
読
本
に
つ

い
て
は
、
互
い
に
対
立
す
る
も
の
と
捉
え
ず
む
し
ろ
一
体
と
し
て
考
え
た
方
が
、
有
効
で
無
理
の
な
い
文
学
史
的
展
望
を
手
に
入
れ
る
こ

五
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｢四天王劉盗異録」と『善知安方忠義伝」

と
が
で
き
る
。
現
段
階
で
こ
の
よ
う
に
断
言
し
て
し
ま
っ
て
良
い
か
ど
う
か
、
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
こ
の
二
年
間
の
他
の
作
品
に
つ

い
て
も
同
様
に
検
証
を
経
る
こ
と
が
前
提
だ
と
し
て
も
、
仮
説
と
し
て
こ
こ
で
提
示
し
て
お
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。

互
い
に
近
接
し
合
う
個
々
の
作
品
の
、
少
な
か
ら
ぬ
類
似
性
に
つ
い
て
、
刊
年
や
序
践
の
年
次
に
従
っ
て
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
、
従
来
の
正
統
的
な
試
み
は
、
現
在
院
路
に
陥
っ
て
い
て
、
例
え
ば
馬
琴
中
心
史
観
に
基
づ
い
て
あ
る
部
分
の
類
似
な
い
し
相

違
を
強
調
す
れ
ば
、
こ
れ
に
合
致
し
な
い
他
の
部
分
の
類
似
な
い
し
相
違
が
説
明
し
切
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
、
京
伝
・
馬
琴

は
、
読
本
の
制
作
に
あ
た
っ
て
、
勿
論
常
に
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
か
ら
ず
発
想
の
場
を
共
有
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
巨
細
に

わ
た
っ
て
作
品
内
容
の
類
似
性
に
繋
が
っ
て
い
る
と
愚
考
す
る
。
そ
の
場
合
、
京
伝
の
遅
筆
・
馬
琴
の
速
筆
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ら
く
事

実
と
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
元
来
京
伝
の
発
想
に
か
か
る
も
の
が
、
前
年
刊
行
の
馬
琴
読
本
に
さ
り
げ
な
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
は
当
然
あ
り
得
る
し
、
そ
の
逆
も
起
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
文
化
三
、
四
年
に
お
け
る
京
伝
・
馬
琴
の
読
本
「
競
作
」

は
、
両
者
の
談
合
（
悪
い
意
味
は
含
ま
な
い
）
を
前
提
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
京
伝
・
馬
琴
は
一
応
「
師
弟
」
関
係
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
私
は
、
寛
政
二
年
に
馬
琴
が
京
伝
に
「
入
門
」
し
て
以
来
こ
こ
ま

で
、
両
者
に
お
け
る
こ
の
「
談
合
」
は
ず
っ
と
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
し
て
い
る
。
し
か
し
京
伝
・
馬
琴

の
関
係
は
、
必
ず
し
も
対
等
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
江
戸
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
の
創
始
は
、
寛
政
改
革
時
の
処
罰
の
体
験
か
ら
、
京
伝

（
”
）

に
お
い
て
内
発
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
初
作
『
忠
臣
水
耕
伝
」
前
・
後
編
（
寛
政
二
年
二
月
、
享
和
二
年
二
月
、
蔦
重
・
鶴
喜
刊
）

か
ら
、
「
復
讐
奇
談
安
積
沼
』
（
享
和
三
年
二
月
、
鶴
喜
刊
）
を
経
、
『
優
曇
華
物
語
」
（
文
化
元
年
二
月
、
鶴
喜
刊
）
に
至
っ
て
、
読

（
羽
）

本
的
枠
組
を
用
い
た
江
戸
読
本
の
定
型
の
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
問
に
、
作
品
の
内
実
に
及
ぶ
馬
琴
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
寛

（
羽
）

政
・
享
和
期
に
お
い
て
、
馬
琴
は
草
双
紙
・
中
本
作
者
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
読
本
の
初
作
と
さ
れ
る
「
高
尾
船
字
文
」
（
寛
政
八
年
正

月
序
、
蔦
重
刊
）
は
、
振
鷺
亭
の
「
い
ろ
は
酔
故
伝
』
（
寛
政
六
年
正
月
序
、
上
総
屋
利
兵
衛
刊
）
の
刺
激
に
対
抗
し
て
、
す
で
に
京
伝
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の
温
め
始
め
て
い
た
浄
瑠
璃
と
通
俗
本
「
水
耕
伝
』
と
の
取
合
せ
と
い
う
発
想
を
、
馬
琴
が
中
本
と
し
て
ま
と
め
上
げ
た
も
の
と
想
像
す

る
。
し
か
し
こ
れ
は
文
字
ど
お
り
想
像
で
、
馬
琴
の
ア
イ
デ
ア
を
京
伝
が
借
用
し
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
、
基

本
的
に
は
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
風
に
京
伝
が
立
作
者
、
馬
琴
が
助
作
者
と
称
し
て
良
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。
馬

琴
は
、
半
紙
本
読
本
の
初
作
『
月
氷
奇
縁
」
（
文
化
二
年
正
月
、
大
坂
・
河
内
屋
太
助
ほ
か
江
戸
・
名
古
屋
・
京
・
大
坂
五
書
騨
刊
）
以

降
、
半
紙
型
の
江
戸
読
本
作
者
と
し
て
急
成
長
す
る
の
で
あ
る
が
、
文
化
三
、
四
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
京
伝
・
馬
琴
の
力
関
係
は
、

依
然
保
た
れ
て
い
る
も
の
と
見
な
し
得
る
。

こ
こ
ま
で
、
両
作
者
に
限
っ
て
私
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
両
者
の
「
談
合
」
の
場
に
は
、
当
然
の
こ
と
、
書
蝉
も
加
わ
っ
て
い
た
と
思

う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
は
、
馬
琴
「
伊
波
伝
毛
之
記
」
（
文
政
二
年
一
二
月
成
）
の
良
く
知
ら
れ
た
一
節
、

い
た
ノ
、

寛
政
中
、
京
伝
、
馬
琴
が
両
作
の
草
冊
子
、
大
行
る
、
に
及
て
、
書
騨
耕
書
堂
（
注
、
蔦
重
）
、
仙
鶴
堂
（
注
、
鶴
喜
）
相
謀
り
、

始
て
両
作
の
潤
筆
を
定
め
、
件
の
両
書
犀
の
外
、
他
の
板
元
の
為
に
作
す
る
こ
と
な
か
ら
し
む
、
京
伝
、
馬
琴
こ
れ
を
許
す
こ
と
六

七
年
、
爾
後
ま
す
ノ
ー
行
れ
て
、
他
の
書
騨
等
障
り
を
い
ふ
も
の
多
か
り
し
か
ば
、
耕
書
、
仙
鶴
の
二
書
騨
も
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と

を
得
ず
、
広
く
著
編
を
与
へ
、
刻
さ
す
る
こ
と
に
な
り
た
り
、
（
新
版
「
新
燕
石
十
種
」
第
六
巻
の
本
文
に
拠
る
）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
繋
が
り
は
、
寛
政
改
革
以
降
の
京
伝
と
蔦
重
・
鶴
喜
の
関
係
に
馬
琴
を
加
え
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
、
京
伝
・
馬

琴
、
蔦
重
・
鶴
喜
の
繋
が
り
は
、
草
双
紙
の
み
な
ら
ず
、
読
本
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
蔦
重
は
、
本
稿

で
こ
れ
ま
で
書
名
を
挙
げ
た
も
の
を
中
心
に
言
え
ば
、
「
高
尾
船
字
文
」
の
版
元
、
「
忠
臣
水
瀞
伝
』
前
・
後
編
の
鶴
喜
と
の
相
版
元
、
馬

琴
の
中
本
「
曲
亭
伝
奇
花
叙
児
」
（
文
化
元
年
正
月
刊
）
の
浜
松
屋
幸
助
と
の
相
版
元
を
経
て
、
「
月
氷
奇
縁
』
の
売
捌
元
を
最
後
に
読
本

か
ら
撤
退
し
、
鶴
喜
が
後
に
残
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
両
作
を
含
め
、
江
戸
読
本
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
・
馬
琴
の
主
要
作
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
鶴
喜
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
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先
に
保
留
し
て
お
い
た
高
木
元
氏
の
本
屋
主
導
説
は
、
京
伝
・
馬
琴
の
読
本
の
、
こ
の
よ
う
な
出
版
状
況
を
背
景
と
し
て
提
唱
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
四
天
王
劉
盗
異
録
」
と
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
を
比
較
し
た
限
り
で
は
、
両
作
の
内
実
に
、
互
い
に
孤
立
し
た

作
者
に
版
元
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
排
他
的
自
己
主
張
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
私
は
、
新

作
の
考
案
に
あ
た
っ
て
は
、
京
伝
・
馬
琴
・
鶴
喜
の
三
者
が
一
堂
に
会
す
る
な
ど
し
て
意
思
を
疎
通
し
合
う
、
一
種
の
「
企
画
会
議
」
が

恒
例
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
大
家
京
伝
と
、
人
気
急
上
昇
中
の
馬
琴
が
、
同
じ
く
長
編
の
近
世
軍
記
「
前
太
平

記
』
に
取
材
し
、
一
方
で
構
成
・
趣
向
が
ダ
ブ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
秘
術
を
尽
し
て
「
競
作
」
に
励
み
、

そ
の
結
果
、
両
者
の
新
作
が
、
江
戸
読
本
の
流
れ
を
ま
た
一
歩
リ
ー
ド
し
て
読
者
の
喝
采
を
博
す
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
、
鶴
喜

は
、
と
も
す
れ
ば
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
類
似
作
の
出
版
を
共
々
引
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
高
木
氏
が
鶴

喜
が
京
伝
・
馬
琴
の
対
立
を
演
出
し
た
と
さ
れ
る
説
の
根
拠
で
あ
る
刊
記
の
ズ
レ
は
、
右
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
京
伝
・
馬
琴
が
兄
弟
作
者

で
あ
る
こ
と
の
演
出
と
も
と
れ
、
こ
れ
の
み
で
十
分
な
証
拠
と
は
な
り
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
京
伝
・
馬
琴
・
鶴

喜
の
「
談
合
」
に
よ
る
制
作
は
文
化
四
年
刊
行
の
読
本
ま
で
で
途
切
れ
た
よ
う
で
、
以
後
鶴
喜
の
扱
う
の
は
文
化
五
年
正
月
刊
の
馬
琴
読

（
釦
）

本
二
点
に
限
ら
れ
、
京
伝
読
本
は
、
別
の
版
元
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
の
詳
細
な
検
討
は
、
今
は
本
稿
の
問
題
意
識

の
外
に
あ
る
が
、
文
化
五
年
頃
か
ら
な
し
崩
し
に
顕
在
化
し
て
く
る
両
作
者
の
乖
離
と
、
や
は
り
ど
こ
か
で
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の
と
予

以
上
の
仮
説
は
、
表
題
の
二
作
品
の
検
討
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
と
し
て
は
、
前
稿
以
来
、
京
伝
・
馬
琴
読

本
の
錯
綜
し
た
関
係
に
目
を
向
け
直
し
て
自
ず
と
辿
り
着
い
た
認
識
を
、
こ
の
機
会
に
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
先
学
の

ご
努
力
に
対
す
る
不
遜
の
言
は
、
幾
重
に
も
お
詫
び
す
る
が
、
通
説
に
な
ず
ん
だ
た
め
の
失
敗
は
、
も
う
二
度
と
繰
り
返
す
ま
い
と
思
っ

測
し
て
い
る
。

て
も
い
る
。
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（
６
）
「
江
戸
読
本
の
研
究
十
九
世
紀
小
説
様
式
孜
」
第
一
章
第
二
節
、
五
二
頁
（
平
成
七
〈
一
九
九
五
〉
、
ぺ
り
か
ん
社
）
。

（
７
）
拙
稿
「
馬
琴
読
本
の
一
展
開
ｌ
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
と
そ
の
前
後
ｌ
」
（
「
近
世
文
芸
」
三
九
号
、
昭
和
五
八
〈
一
九
八
三
〉
・
一
○
）

（
８
）
注
（
７
）
拙
稿
で
、
酒
呑
童
子
退
治
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
９
）
「
馬
琴
中
編
読
本
集
成
」
第
三
巻
解
題
で
は
、
三
無
名
草
子
」
な
ど
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
。

（
皿
）
麻
生
磯
次
「
人
物
叢
書
師
滝
沢
馬
琴
」
（
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
、
吉
川
弘
文
館
）
一
三
七
頁
。
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
「
曲
亭
馬
琴
」
の

〔
注
〕

（
１
）
「
前
太
平
記
と
い
ふ
も
の
は
う
け
ら
れ
ぬ
説
の
み
お
ほ
か
り
」
（
「
燕
石
雑
志
」
（
文
化
八
年
〈
一
八
二
〉
刊
）
巻
之
二
「
十
一
鬼
神
論
」
）
。
た

だ
し
「
前
太
平
記
』
の
記
事
は
、
馬
琴
手
製
の
類
書
「
故
事
部
類
抄
」
に
折
々
抜
書
き
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
故
事
部
類
抄
」
は
、
早
稲
田
大
学
中

央
図
書
館
曲
亭
叢
書
所
収
。
成
立
は
、
播
本
真
一
氏
に
よ
り
文
化
五
年
前
後
と
推
定
（
大
東
文
化
大
学
「
日
本
文
学
研
究
」
第
三
三
号
、
平
成
六

〈
一
九
九
四
〉
・
二
。
現
在
翻
刻
が
全
五
冊
の
う
ち
第
三
冊
ま
で
進
行
中
で
あ
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
第
四
川
～
五
○
号
、
平
成
九
〈
一
九
九

七
〉
・
三
～
平
成
一
五
〈
二
○
○
三
〉
・
三
）
。

（
２
）
「
四
天
王
劉
盗
異
録
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
「
馬
琴
中
編
読
本
集
成
」
第
三
巻
（
平
成
八
〈
一
九
九
六
〉
、
汲
古
書
院
）
解
題
、
「
善

知
安
方
忠
義
伝
』
に
つ
い
て
は
柴
田
恵
理
子
ヨ
善
知
安
方
忠
義
伝
」
と
「
前
太
平
記
筐
（
「
国
文
目
白
」
昭
和
五
九
〈
一
九
八
四
〉
・
二
）
及
び
前
掲

「
山
東
京
伝
全
集
第
十
六
巻
読
本
２
」
解
題
（
徳
田
武
氏
）
参
照
。

（
３
）
特
集
「
読
本
研
究
の
帥
年
と
今
後
二
、
読
本
研
究
の
現
況
と
提
言
１
様
式
と
分
類
」
（
「
読
本
研
究
」
第
九
輯
（
平
成
七
〈
一
九
九
五
〉
・
一

○
）
）
に
お
い
て
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
解
説
し
て
い
る
。

〈
４
）
本
多
朱
里
「
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
孜
１
京
伝
読
本
の
方
法
」
（
「
読
本
研
究
新
集
」
第
二
集
、
平
成
一
二
〈
二
○
○
○
〉
・
六
、
翰
林
書
房
）
。

（
５
）
共
に
『
前
太
平
記
』
巻
第
六
の
内
容
を
踏
ま
え
る
ｃ
両
作
冒
頭
の
本
文
を
並
記
し
て
お
く
。

》
｝
、

．
「
輿
に
人
皇
六
十
一
代
、
朱
雀
天
皇
の
御
宇
な
り
け
ん
、
下
総
国
の
住
人
、
瀧
口
小
次
郎
平
将
門
、
関
の
八
州
に
逆
威
を
振
ひ
、
驍
著
日
々
に
超

基
、

い
つ
は
り
い
き
ほ
ひ

過
し
て
、
援
嶋
郡
石
井
郷
の
宮
閾
を
営
み
造
り
、
み
づ
か
ら
関
東
の
親
王
と
偽
号
し
、
勢
既
に
破
竹
の
ご
と
く
、
…
…
」
（
「
四
天
王
剃
盗
異
録
」

朝
家
を

第
一
条
）

過
し
て
、

第
一
綴
）

》
》
、

ひ
と
、
な
り
ろ
う
れ
い

か
、
は
ら

「
髪
に
人
王
六
十
一
代
、
朱
雀
天
皇
の
御
宇
に
あ
た
り
て
、
相
馬
小
次
郎
平
将
門
は
、
其
為
人
狼
戻
に
し
て
、
礼
法
に
拘
ず
、
非
望
を
謀
て

か
た
ふ
け
た
ち
た
て

小
を
傾
、
推
て
帝
位
に
登
ん
と
お
も
ひ
立
、
承
平
二
年
下
総
国
石
井
郷
の
都
を
建
、
新
に
大
内
裏
を
造
営
し
て
、
．
…
．
．
」
（
「
善
知
安
方
忠
義
伝
」
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｢四天王削盗異録jと「善知安方忠義伝』

（
Ⅲ
）
「
読
本
の
研
究
」
（
昭
和
四
九
〈
一
九
七
四
〉
、
風
間
書
房
）
序
章
第
三
節
「
読
本
の
分
類
」
。

（
旧
）
横
山
氏
は
一
読
本
の
研
究
」
第
二
章
第
二
節
「
お
家
騒
動
も
の
の
諸
相
」
に
お
い
て
〈
お
家
騒
動
も
の
〉
を
山
東
京
伝
の
読
本
五
作
に
限
定
し
て

論
じ
て
お
ら
れ
る
が
、
現
在
私
は
、
京
伝
の
「
昔
話
稲
妻
表
紙
」
（
文
化
三
年
一
二
月
刊
）
を
そ
の
典
型
と
し
、
周
辺
作
に
も
こ
れ
に
加
え
る
べ
き
も

の
が
あ
る
（
た
だ
し
横
山
氏
が
〈
お
家
騒
動
も
の
〉
と
さ
れ
る
京
伝
読
本
の
う
ち
、
「
昔
話
稲
妻
表
紙
」
以
外
の
も
の
は
む
し
ろ
除
外
す
べ
き
で
あ
る
）

（
賂
）
注
（
ｕ
）
参
照
。

（
田
）
そ
の
中
間
報
告
と
し
て
、
注
（
３
）
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
Ｍ
）
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
従
来
〈
伝
説
も
の
〉
の
代
表
作
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
「
新
累
解
脱
物
語
」
（
文
化
四
年
正
月
刊
）
も
同
様
で
あ
り
、
累

の
話
が
烏
有
（
祐
天
）
上
人
一
代
記
の
一
コ
マ
に
包
摂
さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。

危
）
「
読
本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題
」
「
椿
説
弓
張
月
の
史
的
位
置
」
（
共
に
「
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
五
巻
、
昭
和
五
七
〈
一
九
八
二
〉
）
等
。

23

,-／の

注 文
へ体
24と

弓

の 安
拙 積
稿 沼
参E
H召
‘,8＝

（
〃
）
郡
司
正
勝
「
京
伝
の
読
本
と
蝦
夷
北
国
情
報
」
（
叢
書
江
戸
文
庫
肥
「
山
東
京
伝
集
」
月
報
、
昭
和
六
二
〈
一
九
八
七
〉
・
八
）
。
拙
稿
「
江
戸
読
本

の
文
体
と
『
安
積
沼
臣
（
「
読
本
研
究
新
集
」
第
二
集
、
平
成
一
二
〈
二
○
○
○
〉
・
六
、
翰
林
書
房
）
。

（
皿
）
注
（
４
）
に
同
じ
。

（
別
）
後
藤
丹
治

（
肥
）
中
村
幸
彦
ヨ
桜
姫
伝
」
と
「
曙
草
紙
Ｅ
ａ
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
六
巻
、
昭
和
五
七
〈
一
九
八
二
〉
）
。

（
岨
）
注
（
Ⅳ
）
の
拙
稿
に
お
い
て
、
日
本
名
著
全
集
『
読
本
集
」
解
説
（
昭
和
二
〈
一
九
二
七
〉
）
に
お
け
る
山
口
剛
氏
の
説
を
追
認
の
上
修
正
し
て
い

（
Ⅳ
）
拙
稿
ヨ
優
曇
華
物
語
」
と
『
曙
草
紙
」
の
間
１
京
伝
と
馬
琴
ｌ
」
（
「
読
本
研
究
」
第
二
輯
上
套
、
昭
和
六
三
〈
一
九
八
八
〉
・
六
）
、
一
六
四
頁
。

拙
稿
「
江
戸
文
学
と
悪
女
ｌ
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」
を
読
む
ｌ
」
（
甲
南
女
子
大
学
公
開
土
曜
講
座
「
オ
ル
ビ
ス
」
第
六
集
、
平
成
二
〈
一
九
九

（
別
）
二
椿
説
弓
張
月
」
の
構
想
と
謡
曲
「
海
人
」
」
（
「
近
世
文
藝
」
刃
、
平
成
一
六
〈
二
○
○
四
〉
・
二
・

（
空
ヨ
椿
説
弓
張
月
」
論
ｌ
構
想
と
考
証
ｌ
」
（
「
読
本
研
究
」
第
六
輯
上
套
、
平
成
四
〈
一
九
九
二
〉
・
九
）
。

項
（
水
野
稔
氏
稿
）

と
考
え
て
い
る
。

○拙

了稿

四界

る
○

「
太
平
記
の
研
究
」
（
昭
和
一
三
〈
一
九
三
八
〉
、
河
出
書
房
）
後
編
第
三
章
第
一
節
。
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（
釦
）
高
木
氏
前
掲
書
（
注
（
６
）
参
照
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
恥
）
本
稿
第
三
章
。
詳
細
は
注
（
７
）
の
拙
稿
参
照
。

（
〃
）
拙
稿
「
山
東
京
伝
ｌ
江
戸
っ
子
気
質
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
一
三
〈
二
○
○
一
〉
・
九
）
に
多
少
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
羽
）
拙
稿
ヨ
優
曇
華
物
語
」
と
「
月
氷
奇
縁
」
ｌ
江
戸
読
本
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
、
馬
琴
」
（
「
読
本
研
究
」
初
輯
、
昭
和
六
二
〈
一
九
八
七
〉
・
四
）
。

注
（
〃
）
の
拙
稿
。
拙
稿
「
享
和
三
、
四
年
の
馬
琴
読
本
」
（
第
一
回
中
日
文
化
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
「
日
本
文
化
論
叢
」
、
平
成
一
三
〈
二
○

○
一
〉
・
二
、
大
連
理
工
大
学
出
版
社
）
。

（
羽
）
読
本
善
本
叢
刊
「
忠
臣
水
耕
伝
」
（
平
成
一
○
〈
一
九
九
八
〉
・
一
○
、
和
泉
書
院
）
解
題
拙
稿
、
及
び
注
（
朗
）
の
拙
稿
「
享
和
三
、
四
年
の
馬

琴
読
本
」
。
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